
令和 8 年 3 月 10 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・子ども達の興味や関心を様々な活動に取り入れ、笑顔の絶えない時間と安全、安心に過ごせる居場所を提供します。
・一日一日を過ごす中で、いつの間にか出来る事が増えていき「できる」という自信につながるよう、スタッフが一丸となって子どもたちの成長と自立のサポートを行います。
・「できる」「できた！」という自信が次なる挑戦の一歩を踏み出し、さらに誰かのサポートをするという気持ちが芽生えるように、子ども達に寄り添いながら見守っていきます。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス milk. 作成日支援プログラム

・制作活動により、手先指先を使用することにより物を介した感覚を認知し、時間をかけて一つの作品を作り上げる喜びや達成感を味わう。
・を通して季節に合った行事を体験をすることにより既設の流れや時間の流れを感じる。
・食育活動を通して、食べ物が口に入る喜びと楽しさを体験し、繰り返すことで感覚を養い、自発的行動を芽生えさせる。
・ポジショニングを行い上肢を使った活動を促すことにより感動的行動を芽生えさせ、成功体験を積む。
・個人の発達段階にあった介入を行い、成長発達を促す。

・他者からの声に耳を傾け、視覚で認知する行為を自ら発信し行うことにより、他者から反応が得られる喜びを積む。
・または、事故を表現する手段として上肢や表情を変化させることを楽しむ。
・自己表現が他者に伝わる喜びを知り、意思疎通を体験する。
・非言語的コミュニケーションにより、他者に事故の意思を伝える練習をし、伝わった時の喜びを味わう。
・個人の発達段階にあった介入を行い、成長発達を促す。

・事業所スタッフと関わり、人間関係を構築する。
・事業所スタッフと継続的に関わることにより、信頼関係を継続しあqん新館を得る。
・他の利用者との関わりを通し、同世代以外の年齢の利用者との関わりの中で、他者の存在を知る機会を得る。
・集団活動を通して、協力して一つのことを成し遂げる感覚を得る。
・集団活動の中で他者と同じ体験を共有し一体感を得る。
・地域行事への参加、社会へ参加し活動の場を広げる。
・個人の発達段階にあった介入を行い、成長発達をうながす。

支援方針

「お子様にとって落ち着いた生活空間を実現し自宅と同様の安心した生活」をテーマにしております。精神的、身体的機能を最大限に伸ばし、将来、社会的自立が出来るようになること
を目標とした、ひとりひとりの発達段階にあった内容を考え、身辺自立・運動・認知・言葉・社会性などの指導を行います。お子様と指導者が楽しみや安らぎを共有できる雰囲気の中
で、自ら好きなものを選び、楽しむことを目的とします。保護者の方々と共に考えながら、総合的に発達を促せるよう無理のない計画をたて実施します。また、実施にあたっては、関係
市町村、地域の保険・医療・福祉サービスとの連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。

営業時間 送迎実施の有無 送迎場所により送迎有無については応相談

主な行事等
季節の行事（節分・ひなまつり・こどもの日・母の日・父の日・七夕・プールあそび・勤労感謝の日・ハロゥイン・クリスマス・年賀状づくりなど）
近隣施設、工場見学、公園へのお出かけ
食育プログラム（おやつ・クッキング等）

（別添資料１）

家族支援

日常生活において、社会貢献が足りているか確認し、必要であればアドバイス
を行う。兄弟、姉妹の関りやケアについて必要な情報を与える。他の兄弟、姉
妹の関われる機会を増やすための交流会を実施する。年に2回以上の保護者会を
実施し、ご家族の生活状況やお困りごとを聴取する機会をつくる。

移行支援
ライフステージの切り替えを見据えた地域の生活の場や育ちの場との交流
と情報交換。
地域と繋がりながら、日常生活を送るため、地域住民の方との交流。

地域支援・地域連携
他の通所支援事業所との交流と情報交換
地域連携会議への参加

職員の質の向上
職員の各種勉強会や研修への参加
各種の資格取得の支援あり

支　援　内　容

・定期的な心身の把握として、毎日の検温の測定を行う。
・全身の清潔と全身状態の観察を行い、衣服の着脱の練習と行為による爽快感を得る。
・食育活動を通して様々な形態や味の食べ物を食べる経験を積み、所pくじの楽しさや摂食嚥下訓練を楽しく実施（おやつの提供）する。
・日常の健康状態のチェック、その他日常生活の援助・排便のコントロールを実施し、排便習慣を身につける。

・音楽に合わせた体を動かす遊びや運動を行う。
・ストレッチやラジオ体操、筋力トレーニング、体操トレーニングなどの軽運動を行う。
・近隣の公園での活動を最低週一日以上は取り入れ、軽運動を行う。
・感覚過敏よ王のイヤーマフを配備し、環境設定を行う。
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援


